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が
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を
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６４
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仰
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が
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が

の

，
し

き

々

さ

広

－ｏ

自
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召
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司
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猟
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差

が

を

と

手

こ

に

る

々

す

人

要

る

を
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榊
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．
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句
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を
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句

と
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る
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落
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セントルイス神殿の奉献

難
馨タ講
野
瀧
織悔

球
鰹べ鷺響

97年6月1日,ゴ ー

19 ドン･B･ヒ ン ク

レー大管長 はミズーリ州

セン トルイス神殿 の奉献

式 において奉献のための

最初のセ ノシ ョンを管理

した。 この神殿は現在運

営 されている50番 目の神

殿に当た り,また ミズー リ

州で最初 の神殿 となる。

奉献式 のセ ノシ ョンは

最初のセ ソシ ョンを含め

て合計19回 行われた。最

初のセ ッシ ョンに先立っ

て,ゴ ー ドン･B･ヒ ンク

レー大管長,十 二使徒定員

会のL･ト ム･ペ リー長老 とデ ビッド･

B･ヘ イ ト長老,七 十人定 員会の ヒュ

ー･W･ピ ノ ック長老が説教 を行 った。

説教か終わると教会指導者 は神殿の

外へ出て,定 礎 式に臨んだ。ヒンクレ

ー大管長は短 く話 をした後 ,隅 石の溝

にモルタルを詰めた。

奉献式に先立って,4月26日 か ら5月

24日 まで神殿のオープ ンハウスが行 わ

れた。オープンハ ウス組織委員会では

10万 人の入場者を見込んでいたが,実

際には26万 人が新 しい神殿を訪れてい

る。

神殿 はミズー リ州セン トルイスの西

20マ イル(32キ ロ)の 市街地 に建 てら

れている。□

ミスーり州 セントルイス神殿の外て定礎式出席者を歓迎するヒンクレー大管長(中央)

PHOTOGRAPHBYDUANEPOWELL

教会の代表者,家 族世界会議に出席
暦2000年 に近 づ く に つ れ,世

｢西 界中で家族の衰退が著 しくな
って きています。 しか し希望の兆 しも

見 えてきました。人類史上重要なこの

時期に,わ たしたちは ともに力 を合わ

せ,ど この国にあって もその中枢 を成

す家族の強化 を目指 さな くてはな りま

せん。｣1997年3月19日 か ら21日 にか

けて,チ ェコ共和国のプラハで開催 さ

れた家族世界会議の開催者はそのよう

に記述 している。

教 会の公式代表者 も,41か 国600人

が 参加 した この会議 に出席 した。 七

十人で ヨーロ ッパ東地域会 長会会長

のチ ャー ルズ･デ ィデ ィエ長老 は,

同 じ く七十人 で太平洋地域 会長会副

会長のブルース･C･ヘ ー フェ ン長老

と当時中央扶助協 会会長 で最 近解任

となったイ レイン･L･ジ ャ ソク姉妹

とともに出席 した。ヘ ーフェ ン長老

および,ブ リガム･ヤ ング大学 の法

律学教 授 リン･ワ ー ドル氏,リ チ ャ

ー ド･ウ ィル キ ンス氏 は
,同 会 議で

演説 を した。 さ らに大管長会 お よび

十 二 使徒 定員 会 に よ り発 表 され た

｢家 族 世界 の宣言｣(『 聖徒 の道』

聖徒の道/1997年9月 号

2

1996年6月 号,pp10-11)が15の 言語

で用意され,配 布 された。

会議の開催者 は家族についてこう説

いている。｢家 族 とは一人の男性 と一

人の女性が,生 涯続 く結婚の聖約で結

ばれ ることであ り,そ の 目的は人類 を

存続 し,子 供 を養育 し,適 切な性行動

を し,互 い に助け合 い,保 護 し合 い,

利 他的な家政を築 き,世 代聞のきずな

を維持 してい くことです。｣こ の会議

開催の3つ の 目標 は,｢家 族の衰退に共

通する原因の調査 をすること,諸 国に

住 ま う家族か ら世界 中の政府 に向 け
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再組織された秋田地方部長会
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去る5月18日,仙 台伝道部の

吉野和洋部長管理の下に開催され

た秋田地方部大会で,1995年 よ

り地方部長の責任を果たしてきた
にゅうい つね お

乳井恒夫兄弟が解任され,新 たに

小林久兄弟(写 真中央)が 召され

た。第一副地方部長には横山昭彦

兄弟(写 真左)が,第 二副地方部

長には進藤伸之兄弟(写 真右)が

召され,そ の任に当たる。

うになりました。

秋田地方部長

小林 久

心を常に主に向かわせて

昨
年の10月,鶴 岡支部の副支部長

をしていた ときに,地 方部か ら

隣の酒田支部 と合同で集会がで きない

だろうか とい う話があ りました。それ

はつま り,鶴 岡支部が酒田支部に吸収

されてな くなる とい うことを意味して

い ました。鶴岡支部を愛する会員 たち

は支部 を存続させ,ま たさらに大 きく

するという目標 に向かい一つ となって

熱心 に働 きました。その結果,無 事に

支部は存続す ることにな りま したが,

仕事が大変1亡しいにもかかわらず,献

身的に支部のために働 く支部長 さんの

姿にわた したちはほんとうに心を打た

れ ました。

人生の棚卸し

その ような中でわた しは,｢自 分は

このままでいいのだろうか｣と 自問 し

ました。神権者 として,副 支部長 とし

て神様のために一生懸命働 いているだ

ろうか,た だ責任感だげで やってい る

のではないだろ うか と。そ して,は っ

と気づ きました。 自分 自身,家 族,教

会,仕 事,地 域社会を大切 にしようと

心がけて きたつ もりが,実 際は｢仕 事

が忙 しいから｣,｢家 庭 の都合で｣と い

って合理化 し,大 切なことをおろそか

にしてきたような気が します。心の向

きをいつ も内側に向けていた自分をと

ても恥ずか しく思い ました。そ して,

わた しはそのとき決心 しました。心 を

常に主 に向けて,何 をなすにもまず主

のためになそうと。そして今,自 分が

何をすべ きで,何 ができるのか本気で

導 きを求めるようにな りました。この

経験は,こ の5月 に秋 田地方部の部長

として召 されるに当たってほん とうに

良い備 えとな りました。 自分 を見詰め

直す人生の棚卸 しだった と思 います。

そ して,少 しの勇気を出して行ったと
あカし

きに証は強められ,難 しい問題が起 こ

って もひるまず信仰をもって立ち向か

って行 くときに喜びを感 じ,そ して成

長するのだとい うことを強 く感 じるよ

聖徒の道/3997年9月 号

喜びと祝福をもたらす奉仕

福音 は家族や隣人へ奉仕 し助けるよ

うに教 えています。 しかし,助 けを伸

べ るつもりでやったことも結局は 自分

に返 って来 る とい うことを学 び まし

た。わた しは,ホ ームティーチングを

精いっぱいや って,で きる限 りの助 け

をしてい るつ もりで したが,振 り返 っ

てみると自分が したよりも,も っ と多

くの助 けを担当 している家族 から受 け

てい ることに気づ きました。励 まし,

動 機づけるよ り,励 まされ,動 機づ け

られることの方が多かったのです。主

に心を向けて,福 音を積極的に実践す

るなら,教 会 も,仕 事 も,地 域への奉

仕 も,も っ ともっと楽 し くなります。

そ して,福 音 を実践する祝福 は家族へ

も及び ます。｢ま ず神の国 と神 の義 と

を求めなさい。そうすれば,こ れ らの

もの は,す べ て添 えて与 え られる｣

(マ タイ6.33)と い うことは確かだと

思います。

家族と教会員の

助けあればこそ

すば らしい指導者の方々,伝 道部,
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彼 らかこの世に生 まれる前 に,天 父

と何か大切 な約束 を交 わしたうえて末

日に地上に置かれた ことを強 く感 しま

す。

若い兄弟姉妹か,神 殿参入の経験 を

通 して10年 後の宣教師や指導者 となる

備えをしていることに感謝 しつつ,彼

らか現代 の開拓者 として さ らに力 強

く,信 仰込 めて,一 歩すつ歩む ことを

'L･からお祈 りいた します。(ひ らまつ

あきら)

青少年の証から(抜粋)

●未るときはけっこう大変たったけと

死者のための八プテスマて役に立ててよ

かった。(小野裕二 山口支部)

●最後にとてもいい気持ちになった。ま

た神殿に入りたい。(千葉 昇 山口支

部)
きよ

●とても聖い所にいるという感しかして

うれしい反面 ほくみたいな人か神殿に

入っていいのかという不安もあった。約

2年 ふりたったけ'と 何回参入しても

とても霊的な気持ちになって心か落ち着

く。こんな気持ちか神殿の外ても保てた

らいいと思った。八プテスマの順番を待

つとき退屈してしまった。そんな気持ち

て儀式を受けては 自分も嫌たし 死者

の方々も嫌かられると思ったのてお祈り

をすると また霊的な気持ちになれて退

屈たと思わなくなった。(斉藤直樹 宇

部支部)

●時間をかけて未たかいかあった。神殿

に入るといい気持ちになって なんたか

普通とは違う気分たった。(斉藤陽介

宇部支部)

●神殿の中に入る瞬間 心かほんとうに

とても熱くなった。気持ちかよかった。

(渡壁正明 宇部支部)

●神殿に入ると 外にいるときとは違っ

ていい気持ちになった。(山野大志 宇

部支部)

●鈍行列車て来て とても疲れたけれと

神殿に入ると体か軽くなってとても落ち

着いた。(月野義也 防府支部)

●死者の方々の年代を見ると100年 以

上前の人々たった。きっとす一っと待っ

ていたんたなあと思うと未てよかった。

家族歴史部の系図についての説明は楽し

かった。早くあの中にわたし

の家族の系図を入れたいと

ll∵∵ だ騨
先祖の儀式を受けること

かてきてよかった。

(山野 幸 宇部支部)

●八プテスマを受け'る

ことによって少しは疲れか取

れたような気かする。今回は

準備(『聖徒の道』を読む 聖

典を読む お祈りをする 知

恵の言葉を守る)を よくした

のてとても霊的な気持ちて過

こせた。(西野聡美 宇部支部)

●今回初めて自分て。周へ自分

て書いた系図て儀式を受けま

した。終わったときとても

温かい気持ちに満たされま

した。話したことも 顔を

見たこともないわたしの先祖

か｢あ りかとう｣と ささやい

てくれたようてした。神殿は

とても静かて聖い所て した。

(高橋千佳子 防府支部)□

東京神殿ネームズ

夜行列車にて

到着した

早朝の神殿の前て

説明を受ける青少年たち
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み た ま

御霊の声に耳を傾け
名古屋西ステーク福徳ワード

松本 紀子

｢お
久 しぶ り1｣｢ロ ー ズカ ンフ

ァレンスへ ようこそ｣… …わ

た したちの再会 はこの会話か ら始 まり

ました。とい うの も,こ の第1回 ローズ

カンファレンス(神 殿結婚 を希望す る人

のみを対象にしたカンファレンス,96年

9月 開催)の 前に参加した結婚カンファレ

ンスで出会っていたか らです。

わた しは改宗前 に一度結婚 して別

れ,二 人の子供がいま したが,イ ンス

ティテユートの｢日 の栄えの結婚｣コ ース

を受講するうちに,神 殿 で永遠の結婚

をしたいとい う確固 とした希望を抱 く

ようにな りました。そこで,各 地で開

催 される結婚カンファレンスに前 向 き

に参加 してきましたが,な か なか自分
はんりょ

の伴侶だ と思 える人に出会えずにいた

ので した。

ローズカンファレンスのプログラムの中

に一対一のデートタイムが あ りました。

これは3人 の人 と自分で約束 を取 りデ

ー トする ものでした。そ こで彼 との再

会を喜 び,以 前参加 したカンファレンス

の話をす る中で,お 互い少 しだけ気 に

なる存在であったことを知 りました。

セ ミナーの とき,指 導者の ア ドバイ

スの中に｢あ なたが安心できる方が伴

侶 です｣と い う言葉があ りました。わ

た しと兄弟 との間には,話 していてい

つ も平安な気持 ちがありました。

そこで,結 婚 を考えた とき障害 にな

るかなと思 っていたことをお互い正直

に尋ねることがで きました。わた しに』

とってそれは,兄 弟 との年齢差 と自分

に子供がいるとい うことで した。それ

までは,い ざ現実 に結婚 とい う話 にな

ると,年 齢や子供のことは大 きなネッ

クになることが多かったのです。

ところが驚いた ことに,兄 弟から返

って きたのは,｢な ぜ そんなことが問

題なの?｣と い う言葉で した。｢そ の

ときの状況が どうであろうと,永 遠に

続 くの は姉 妹 自身 との関係 なの だか

ら。 この世的に見れば,こ うした結婚

は大 きなリスクを伴 うのかもしれない

け ど,永 遠の見地か ら見れば問題 じゃ

松本ご家族

ない｣… …わたしは

それまで一度もそん

なふうに言われたこ

とはあ りませんでした。兄弟 にとって,

唯 一の気がか りは,わ た しの前の結婚

が神殿結婚であったかどうかというこ

とだけで した。その ときわたしの心に

深 く残 ったのは,｢い ろんなことがあ

ると思 うけれど,必 ず解決できるか ら。

ぼくはそ う確信 してるか ら何があって

も大丈夫。 どんなことで も少 しずつ解

決 して乗 り越えていこう1｣と いう兄

弟の力強い言葉でした。

カンファレンスが終 わって2週 間後,

わた したちはともに神殿に参入する機

会がありま した。わたしが 日の栄えの

部屋へ入った とき,兄 弟は部屋 の中央

のイエス様の絵 の前にたたずんでい ま

した。ふだんのわた しでしたら,そ の

とき彼 に合図 してこちらへ手招 きした

か もしれません。 しかしなぜかその と

き,ふ と,兄 弟 のそばへ行かなければ

ならない,と 強 く感 じまtた 。わた し

が彼に近づ くと,兄 弟 はわたしにプロ

ポーズをして くれました。

後で聞 くと,兄 弟は｢結 婚 は早 くか

ら心に決めていたが,い つプロポーズ
み たま

するかは御霊の導 きに任せ ようと思っ

ていた。あの ときはふと,姉 妹が歩み

寄ってきた らプロポーズしようとい う

思いが浮かんだ｣の だそうです。

やがて小学校 の運動会 という機会 を

捉えて子供 たちにも会 うことにな りま

した。

兄弟 は大学時代 に,児 童福祉 関係の

専攻を通 して子供 と接する機会があ り

ましたが,再 婚 の家庭 の子供たちが新

しい親 にそっぽを向 くとい う事例 を多

く目にしてお り,自 分 の場合 もそうな

るのではと少 し心配 していました。

しか し,こ の とき初 めてであったに

もかかわ らず,子 供たちはす っか り家

族の よ うな雰囲気 で兄弟 と接 しま し

た。そ こで仲良 くなるとともに,子 供

たちへのプロポーズ もしましたが,泣

かれたり無視 された りしないかなと思
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っていた兄弟は,そ の心配が要 らなか

った ことに少 しの驚 きを感 じま した。

そ して子供たち も,前 世 にあっては自

分 と同様に神様の子供であ り,兄 弟姉

妹であったことを確信 したのでした。

3月20日,ほ んとうに多 くの方 々の

立会いをいただいて,わ た したちは東

京神殿 に入 り,永 遠の結婚 と親子の結

び固めを受けることができま した。 日

の栄えの部屋 に二人でいるとき,心 に

特別な温かさと平安 を感 じま した。 ま

た,ふ だんやんちゃな子供たちも穏や

か に儀式 を受 けることがで きま した。

それ まで兄弟のことを名前で呼んでい

た子供たちは,儀 式の後す ぐに｢お 父

さん｣と 呼び始め,も う10年 もずっと

親子であったかのように違和感な く今

に至 っています。

兄 弟は振 り返 って こう言 ってい ま

す。｢以 前 か ら姉妹の ことはち らちら

と思いの中に出てきていました。おこ

が ましい言い方だけど,彼 女 と子供 た

ちのことを 『何 とか しなければいけな

い』 とい う思いが強 くなって きて,そ

う考えてい くと,様 々なことが軌道 に

乗ってきました。それ らの出来事の中

に御霊の導 きを感 じます。人には選択

の自由があるけれども,そ れを上手 に

使 うことが大切だと思う。導 きに従順

であ ることが正 しい道で した。｣確 か

に物質的に も,思 わぬ様 々な祝福 を受

け,結 婚当初心配だった経済 的な問題

も無理 なく乗 り切れ ました。 どんな障

害があってもあ きらめず,神 殿で結婚

することの大切さに対 して前 向きであ
あかし

れば,道 は開けることを証いたします。

(まつもと･の りこ 初等協会教師)

●96年9月 に開催された第一回ローズカンフ

ァレンス(参 加者延べ60人 弱)か らは,そ の

後1年以内に,松 本ご夫妻も含めて4組 の神殿

結婚が行われました。今年の第二回ローズカ

ンファレンスは犬山(愛知県)にて10月10日

から3日 間,行 われる予定です。参加受付期

間は8月 末日まで。詳しくは各ユニットの監

督,支 部長さんまでお問い合わせください。□
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が1994年 の晩春のある夜,な ぜか目が

さえて眠れな くな りました。いつ しか

わたしは自分の過去を振 り返 り自問 自

答 していました。己の思想,行 動,対

人関係,社 会関係な どはた してそれは

充実 した人生 と言えたか と考 えると甚

だ不満で心 もとな く,考 えれば考 える

ほ ど無常観 にさいなまれま した。 この

不安 とむなしさを解消 し,残 された人

生に安心立命 を得たい,生 きる意味 と

その道を見い出したい,そ れ を探 り出

すための具体 的な方法 は何か を真剣に

考えました。その ときふ と頭にひらめ

いたのが,3年 前 に頂いた 『モルモ ン

書』で した。

み たま

御霊に満たされたレッスン

わた しは朝起 きると早速妻に夜中の

出来事をすべ て打ち明けて相談 しまし

た。教会員である妻 は,宣 教師を家に

招いてレッスンを受けてみたらと勧めて

くれ ました。こうしてわた しは,キ リス

トの道を歩みだすことになったのです。

レッス ンを受けて3日 目,神 会 の御

三方 と人の交流 についてメモに図解 し

なが ら説明を受けてお りました。その

ときわたしは次第に胸が熱 くな りこみ

上 げて くる高ぶ りを感 じ,不 覚 にも感

涙 にむせ こんでしまったのです。あえ

て不覚 と表現 いた しましたのは日本男

児たる もの人前で涙 を見せ るのは恥 と

教 えられて きたことによります。 よっ

てそのような気持 ちと経験はわた しに

とってまことに不思議 としかいい よう

のないものであ りました。今 その こと

を考えてみると,わ た しの切 なる願い

に対 して神が投げかけ られた慈愛の光

がわた しの心の琴線に触れた としか表

現できません。

その後,レ ッス ンをして くれたス ト

ー カー長老はわた しの顔 を見 ると必ず

念 を押す ように 『モルモン書』 を読ん

でいますかと言い続けました。そ して

ジョセブ･ス ミスとイエス･キ リス ト

との出会いの場面 を何度 とな く読み返

しているうちに,天 界の御三方を強 く

意識す るようにな り,次 第に確信へ と

変わってまい りました。

人生の目的を見いだして

目的のない無意味な人生を生きてき

東
京
神
殿
に
お
い
て
結
び
固
め
の
儀
式
を
受
た
中
山
こ
夫
妻

たわた しですが,｢モ ルモ ン書』 とい

う宝 を手にし,日 々悔い改 めに よる前

進をしなが ら平安 と希望に満ち,福 音

に生 きるとい う生 きがいをひしひしと

感 じています。

76歳 の老骨ですが,さ らに信仰 を深

め与え られた教会員の召 しを果た し,
みこころ

恐れず神の御心 を果たしていきたい と

思っている次第です。
はらから

｢わ た しの愛する同胞 よ,あ なたが

たは,御 父が御子イエス･キ リス トに

真 に従 う者すべてに授 けちれたこの愛

で満た され るように,ま た神の子 とな

れるように,熱 意を込めて御父 に祈 り

なさい。また,御 子が御自身を現 され

るときに,わ たしたちはあ りのままの

みすがた

御姿の御子 にまみえるので,御 子に似

た者 となれるように,ま たわた したち

が この希望 を持てるように,さ らにわ

た したちが清め られて清い御子 と同じ

ようになれるよう,熱 意 を込めて御父

に祈 りなさい。アーメン。｣(モ ロナイ

7:48)

わ た しは,こ れか らも残された人生

を,信 仰 と希望と愛をもって生 きてい

きたいと思 ってお ります。神の慈愛 に

感謝 し,わ た しに福音 に生 きるきっか

けを与えて くれた宣教師,日 々助 けを

与え励 まして くださる兄弟姉妹,そ し

て妻 に感謝 してお ります。この福音が
あかし

真実であるこ とを証い たします。(な

かやま･と しお 第二副支部長)

主から与えられた出会い

大阪ステーク枚方ワード

川端敬子

祈りの小さな奇跡

年10月 にステーク宣教師 として

昨召 され,伝 道の業に携わるこの
機会に心から感謝 しています。この責

任 に召 されて以来,神 様 にお祈 りして

きたことは,｢わ たしの助 けを必要 と

する人に出会えます ように｣と いうこ

とで した。わたしはほんとうに主の道

具 とな り,福 音の喜びを伝 えたいと願

っていました。

聖徒の道/1997年9月 号
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英会話での出会い

召 されてか ら5か 月が過 ぎた ころ,

英会話にとてもやんちゃでかわらしい

玲香ちゃん という女の子がお母 さんと

一緒に参加す るようにな りました
。彼

女は,一 見すると英会話 に来ているほ

かの子と何 ら変わらない,普 通の元気

な子で した。

ところが,あ る日お母 さんか ら,彼

女 は学校 で ひどいい じめ に遭 ってい

て,今 は学校をお休み していると聞 き

ま した。
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